
３９期生 ７４名が入学しました！ 
４月５日（金）に入学式が行われ、３９期生７４名が第十八中学校に入学しま

した。緊張の中にも入学の喜びがあふれる姿が、初々しかったです。新入生の決

意の言葉では、「祝福と歓迎に対する感謝と、この日を迎えられた喜び」が語ら

れ、「勉強や部活動に精一杯頑張っていきます」という意気込みを語っていまし

た。また、生徒会長より「合唱祭や体育大会・生徒会主催のイベントなどの楽し

いことがたくさんあります。最高の思い出を一緒につくっていきましょう」と力

強く語っていました。とても頼もしいです。 

また、太鼓部の歓迎演奏も入学式に花を添え、素敵な温かい雰囲気の入学式と

なりました。
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７４名の新入生を迎え、第十八中学校は２３２名の生徒で新たな一歩を踏み出
しました。 

本校の教育目標は、「人間尊重の精神をもとに人を思う"優しい心を"、命を守
る"健やかな体を"、未来に生きる"大きな望みを"育む」です。人間尊重の精神を
基盤に、優しい心を持ち、健やかな体を養い、未来に向けて大きな夢を抱くこと
が、生徒一人ひとりが成長するための基本です。 

教育目標を達成するためには、日々の生活で「自分をいかす」「人をいかす」
という２つの大切なことを心に留めてほしいと思います。 

「自分をいかす」とは、自分自身の力を最大限に引き出し、自己実現に向かっ
て歩むことを意味します。この学校で自分の可能性を信じ、自分の夢を追求する
ための貴重な機会があります。挑戦や失敗が待ち受けているかもしれません。失
敗から学び、進化し、強くなるのです。「人をいかす」とは、他者の可能性や才
能を見出し、育てることです。お互いが支え合い、励まし合いながら、共に成長
することが、真の学びの一部なのです。相手の成長や成功に貢献するだけでな
く、社会全体の発展にもつながります。日々の生活で「自分をいかす」「人をい
かす」ということを大切にしてほしいと思います。 

教職員一同、皆さんが自己実現し、夢を追い求めることができるよう、全力で
皆さんをサポートしていきます。教職員と生徒が手を取り合い、協力して学び合
い、お互いを尊重しながら、より豊かで持続可能な学校づくりに取り組んでいき
ましょう。  

１つの部活動に対する生徒数は減っています。特に、水泳部と陸上部が深刻
で、今年度より新規募集を停止することを決めました。在籍者がいるかぎり部活
動を継続します。また、教育委員会は、「教員が顧問を持つかどうかは自由意思
によるものである」としています。教員が自由意志で顧問をもち、「プライベー
トな時間を充実させ自己犠牲を伴わないことが、豊かな教育活動を推進する」と
考えています。そこで、本校では今年度より教員が「平日のみ指導をする」また
は、「顧問を持たない」という選択ができるようにしました。ほとんどの教員が
顧問を持ちますので、大きく体制が変わることはありません。また、教員以外の
方に顧問を持っていただけるように、教員免許が必要な部活動指導員と、教員免
許が不要な部活動指導協力者という制度があります。本校では、この制度を使
い、すでにバスケットボール部・サッカー部・バレーボール部・卓球部・太鼓部
で指導していただいており、今後吹奏楽部でも活躍していただく予定です。一部
では、土・日・祝日に指導する顧問を確保できず、「平日のみの活動とする」場
合があることをご理解いただければと思います。「豊かな教育活動を推進する」
ために必要であるとご理解いただければ助かります。また、豊中市では、部活動
地域移行の取り組みの一環として、ラグビーフットボールチームに参加できるよ
うにしています。興味関心のある方は下記の連絡先に問い合わせてください。 

【 入学式での校長式辞 】 

【 部活動について 】 

 人間尊重の精神をもとに ◎ 人を思う〝優しい心を〟 

             ◎ 命を守る〝健やかな体を〟 

             ◎ 未来に生きる〝大きな望みを〟 育む 

【 教 育 目 標 】 


